
佐

倉

市

条

例

第 
 

 

号 

  
 

 

佐

倉

市

議

会

基

本

条

例 

 

目

次 

 

前

文 

 

第

一

章 

総

則

（

第

一

条

・

第

二

条

） 

 

第

二

章 

議

会

及

び

議

員

の

活

動

原

則

（

第

三

条

―

第

五

条

） 

 

第

三

章 

市

民

と

議

会

と

の

関

係

（

第

六

条

―

第

八

条

） 

 

第

四

章 

議

会

と

行

政

機

関

と

の

関

係

（

第

九

条

・

第

十

条

） 

 

第

五

章 

議

会

に

お

け

る

審

議

（

第

十

一

条

・

第

十

二

条

） 

 

第

六

章 

議

員

間

の

自

由

討

議

及

び

政

策

討

論

会

（

第

十

三

条

・

第

十

四

条

） 

 

第

七

章 

委

員

会

の

活

動

（

第

十

五

条

） 

 

第

八

章 

議

会

及

び

議

会

事

務

局

の

体

制

整

備

（

第

十

六

条

―

第

二

十

二

条

） 

 

第

九

章 

議

員

の

政

治

倫

理

、

身

分

及

び

待

遇

（

第

二

十

三

条

―

第

二

十

五

条

） 

 

第

十

章 

最

高

規

範

性

及

び

継

続

的

な

検

討

（

第

二

十

六

条

―

第

二

十

八

条

） 



 
前 

文 

  

地

方

分

権

の

進

展

に

伴

い

、
地

方

自

治

体
（

以

下
「

自

治

体

」
と

い

う

。
）
の

役

割

及

び

責

任

が

拡

大

す

る

中

、
自

治

体

の

事

務

に

関

す

る

議

会

の

審

議

権

、

議

決

権

、

調

査

権

、

検

査

権

等

が

拡

大

強

化

さ

れ

た

。 

 

議

会

は

合

議

制

の

機

関

と

し

て

、

市

長

は

独

任

制

の

機

関

と

し

て

、

そ

れ

ぞ

れ

二

元

代

表

制

の

趣

旨

を

踏

ま

え

、

緊

張

感

を

持

っ

て

真

摯

に

向

か

い

合

う

と

と

も

に

、
市

民

の

意

思

を

市

政

に

反

映

さ

せ

る

た

め

に

競

い

合

い

、
協

力

し

合

い

な

が

ら

、

佐

倉

市

と

し

て

最

良

の

意

思

決

定

を

導

く

共

通

の

使

命

が

課

せ

ら

れ

て

い

る

。 

 

議

会

及

び

議

員

は

、

積

極

的

な

情

報

公

開

を

通

じ

て

市

民

へ

の

説

明

責

任

を

果

た

し

、

市

民

参

加

に

よ

る

多

様

な

意

見

を

聴

い

た

上

で

、

公

平

、

公

正

か

つ

透

明

な

議

会

運

営

の

下

、

議

員

間

の

自

由

闊

達

な

討

議

を

通

じ

て

論

点

を

明

ら

か

に

す

る

こ

と

に

よ

り

政

策

立

案

や

政

策

提

言

を

行

っ

て

い

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

 

佐

倉

市

議

会

は

、

志

津

霊

園

問

題

等

を

踏

ま

え

、

行

政

監

視

機

能

を

更

に

強

化

し

、

地

方

自

治

の

本

旨

の

充

実

に

向

け

、

こ

れ

ま

で

積

み

上

げ

て

き

た

議

会

改

革

を

さ

ら

に

進

め

て

行

く

こ

と

を

決

意

し

、

ま

た

、

議

員

の

政

治

倫

理

に

関

す

る

決

議 

（

平

成

二

十

一

年

三

月

二

十

四

日

決

議

）

で

示

さ

れ

た

議

会

の

役

割

を

各

議

員

が

自

覚

し

、

専

ら

公

益

に

資

す

る

立

場

と

し

て

議

員

が

自

ら

を

厳

し

く

律

す

る

と

と

も

に

市

民

の

信

頼

に

全

力

で

応

え

る

べ

く

、

こ

こ

に

、

議

会

の

最

高

規

範

と

な

る

議

会

基

本

条

例

を

制

定

す

る

。 

 



  
 

 
第

一

章 

総

則 

 

（

目

的

） 

第

一

条 

こ

の

条

例

は

、

地

方

分

権

の

確

立

を

目

指

し

、

二

元

代

表

制

の

下

、

議

会

及

び

議

員

の

責

務

を

明

確

に

す

る

と

と

も

に

、

議

会

に

関

す

る

基

本

的

事

項

を

定

め

る

こ

と

に

よ

り

、

地

方

自

治

の

本

旨

に

基

づ

く

市

民

の

負

託

に

こ

た

え

、

も

っ

て

市

民

生

活

の

向

上

及

び

市

政

の

健

全

な

発

展

に

寄

与

す

る

こ

と

を

目

的

と

す

る

。 

 

（

議

会

の

役

割

） 

第

二

条 

議

会

は

、

市

民

の

代

表

か

ら

構

成

さ

れ

る

市

の

団

体

意

思

の

決

定

機

関

で

あ

る

。 

２ 

議

会

は

、

市

の

議

事

機

関

で

あ

り

、

条

例

の

制

定

、

予

算

の

議

決

及

び

決

算

の

認

定

並

び

に

行

政

活

動

の

監

視

を

す

る

権

限

を

有

す

る

。 

 
 

 

第

二

章 

議

会

及

び

議

員

の

活

動

原

則 

 

（

議

会

の

活

動

原

則

） 

第

三

条 

議

会

は

、

次

に

掲

げ

る

原

則

に

基

づ

き

、

活

動

を

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

 

一 

公

平

性

、

公

正

性

か

つ

透

明

性

を

重

ん

じ

た

議

会

運

営

を

目

指

す

こ

と

。 

 

二 

議

決

責

任

を

認

識

し

、

市

民

に

対

し

て

積

極

的

な

情

報

公

開

を

図

り

、

説

明

責

任

を

果

た

す

こ

と

。 

 

三 

市

民

が

参

画

し

や

す

い

議

会

運

営

に

努

め

、

市

民

の

多

様

な

意

見

を

把

握

し

た

上

で

政

策

立

案

、

政

策

提

言

等

に

取



り

組

む

こ

と

。 

 

四 
市

長

そ

の

他

の

執

行

機

関

の

市

政

運

営

に

つ

い

て

監

視

し

、

及

び

評

価

す

る

こ

と

。 

 

五 

議

員

間

の

自

由

な

討

議

の

場

を

設

け

る

よ

う

努

め

る

こ

と

。 

 

（

議

員

の

活

動

原

則

） 

第

四

条 

議

員

は

、

次

に

掲

げ

る

原

則

に

基

づ

き

、

活

動

を

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

 

一 

議

会

が

言

論

の

府

で

あ

る

こ

と

及

び

合

議

制

の

機

関

で

あ

る

こ

と

を

認

識

し

、

議

員

間

の

自

由

な

討

議

を

重

ん

じ

る

こ

と

。 

 

二 

市

政

の

課

題

全

般

に

つ

い

て

市

民

の

意

見

を

的

確

に

把

握

し

、

個

別

事

案

の

解

決

に

と

ど

ま

ら

ず

、

市

民

全

体

の

生

活

の

向

上

に

努

め

る

こ

と

。 

 

三 

研

修

、

調

査

研

究

等

に

よ

る

不

断

の

研

さ

ん

に

よ

っ

て

自

ら

の

資

質

の

向

上

に

努

め

る

こ

と

。 

 

（

会

派

） 

第

五

条 

議

員

は

、

議

会

活

動

を

行

う

た

め

、

会

派

を

結

成

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

２ 

会

派

は

、

議

会

運

営

、

政

策

立

案

、

政

策

提

言

等

に

関

し

、

必

要

に

応

じ

て

会

派

間

で

調

整

を

行

い

、

合

意

形

成

に

努

め

る

も

の

と

す

る

。 

 
 

 

第

三

章 

市

民

と

議

会

と

の

関

係 

 

（

市

民

と

議

会

と

の

関

係

） 



第

六

条 

議

会

は

、

市

民

に

対

し

、

積

極

的

に

情

報

を

発

信

し

、

説

明

責

任

を

十

分

に

果

た

さ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 
２ 
議

会

は

、

原

則

と

し

て

、

す

べ

て

の

会

議

を

公

開

す

る

も

の

と

す

る

。 

３ 

議

会

は

、
地

方

自

治

法
（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

。
以

下
「

法

」
と

い

う

。
）
第

百

条

の

二

に

規

定

す

る

学

識

経

験

者

等

に

よ

る

専

門

的

事

項

に

係

る

調

査

を

活

用

し

て

、

市

民

等

の

識

見

を

議

会

に

お

け

る

討

議

、

政

策

立

案

及

び

政

策

提

言

に

反

映

さ

せ

る

よ

う

努

め

る

も

の

と

す

る

。 

４ 

議

会

は

、

委

員

会

に

お

い

て

、

法

第

百

九

条

第

五

項

（

法

第

百

九

条

の

二

第

五

項

又

は

第

百

十

条

第

五

項

に

お

い

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。
）
に

規

定

す

る

公

聴

会

制

度
（

以

下
「

公

聴

会

制

度

」
と

い

う

。
）
及

び

法

第

百

九

条

の

二

第

六

項
（

法

第

百

九

条

の

二

第

五

項

又

は

第

百

十

条

第

五

項

に

お

い

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。
）
に

規

定

す

る

参

考

人

制

度
（

以

下
「

参

考

人

制

度

」
と

い

う

。
）
を

活

用

し

て

、
市

民

等

の

識

見

を

議

会

に

お

け

る

討

議

、
政

策

立

案

及

び

政

策

提

言

に

反

映

さ

せ

る

よ

う

努

め

る

も

の

と

す

る

。 

 

（

情

報

の

共

有

と

市

民

意

見

の

把

握

） 

第

七

条 

議

会

は

、

積

極

的

な

情

報

公

開

に

よ

り

市

民

と

情

報

を

共

有

す

る

と

と

も

に

、

市

民

の

多

様

な

意

見

を

把

握

し

、

意

思

決

定

に

反

映

さ

せ

る

た

め

、

次

に

掲

げ

る

方

法

を

用

い

、

定

期

的

に

開

催

す

る

。 

 

一 

議

会

報

告

会 

 

二 

意

見

交

換

会 

 

三 

前

二

号

に

掲

げ

る

も

の

ほ

か

、

意

見

提

案

手

続

、

議

会

モ

ニ

タ

ー

制

度

そ

の

他

の

市

民

か

ら

の

意

見

聴

取

の

機

会

を



設

け

る

こ

と

。 

 

（

広

報

公

聴

委

員

会

） 

第

八

条 
議

会

は

、

広

報

公

聴

機

能

の

充

実

を

図

る

た

め

、

議

員

で

構

成

す

る

広

報

公

聴

委

員

会

を

置

く

。 

２ 

前

条

各

号

に

定

め

る

も

の

に

つ

い

て

必

要

な

事

項

は

、

広

報

公

聴

委

員

会

が

定

め

る

。 

３ 

広

報

公

聴

委

員

会

に

つ

い

て

必

要

な

事

項

は

、

別

に

定

め

る

。 

 
 

 

第

四

章 

議

会

と

行

政

機

関

と

の

関

係 

 

（

緊

張

関

係

の

保

持)
 

第

九

条 

議

会

審

議

に

お

い

て

、

議

員

と

市

長

そ

の

他

の

執

行

機

関

及

び

そ

の

職

員

（

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「

市

長

等

」

と

い

う

。
）

は

、

次

に

掲

げ

る

と

こ

ろ

に

よ

り

緊

張

関

係

の

保

持

に

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

 

一 

議

員

の

市

長

等

に

対

す

る

質

疑

及

び

質

問

は

、

市

政

の

課

題

に

関

す

る

論

点

及

び

争

点

を

明

確

に

す

る

た

め

一

問

一

答

の

方

式

で

行

う

こ

と

が

で

き

る

。 

 

二 

議

長

か

ら

本

会

議

又

は

委

員

会

に

出

席

を

要

請

さ

れ

た

市

長

等

は

、

議

長

又

は

委

員

長

の

許

可

を

得

て

、

議

員

の

質

疑

又

は

質

問

に

対

し

て

反

問

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

 

三 

議

員

及

び

市

長

等

は

、

相

互

の

尊

重

と

品

格

を

保

ち

、

質

疑

及

び

質

問

並

び

に

答

弁

を

行

う

よ

う

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

 

四 

議

員

は

、

法

令

又

は

条

例

で

定

め

る

も

の

を

除

き

、

市

長

そ

の

他

の

執

行

機

関

に

属

す

る

審

議

会

等

の

委

員

に

就

任



し

な

い

。 

 

（

文

書

に

よ

る

質

問)
 

第

十

条 
議

会

は

、

閉

会

中

に

お

い

て

、

市

長

そ

の

他

の

執

行

機

関

に

対

し

て

文

書

に

よ

り

質

問

を

行

い

、

文

書

に

よ

る

回

答

を

求

め

る

こ

と

が

で

き

る

。 

２ 

文

書

に

よ

る

質

問

に

関

し

必

要

な

事

項

は

、

別

に

定

め

る

。 

 
 

 

第

五

章 

議

会

に

お

け

る

審

議 

 

（

議

決

事

件

の

追

加)
 

第

十

一

条 

法

第

九

十

六

条

第

二

項

に

よ

り

議

決

す

べ

き

事

件

は

、

必

要

に

応

じ

て

別

に

条

例

で

定

め

る

。 

 

（

審

議

に

お

け

る

論

点

整

理

） 

第

十

二

条 

議

会

は

、
提

案

さ

れ

る

重

要

な

政

策

、
施

策

、
計

画

等
（

以

下

こ

の

項

に

お

い

て
「

重

要

な

政

策

等

」
と

い

う

。
）

に

つ

い

て

、

審

議

に

お

け

る

論

点

を

整

理

し

、

そ

の

政

策

水

準

を

高

め

る

と

と

も

に

議

決

責

任

を

担

保

す

る

た

め

、

提

案

者

に

対

し

、

次

に

掲

げ

る

事

項

に

つ

い

て

説

明

を

求

め

る

も

の

と

す

る

。 

 

一 

重

要

な

政

策

等

の

提

案

に

至

っ

た

経

緯

及

び

理

由 

 

二 

他

の

自

治

体

に

お

け

る

類

似

す

る

政

策

等

と

の

比

較

検

討 

 

三 

総

合

計

画

と

の

整

合

性 

 

四 

市

民

参

加

の

実

施

の

有

無

及

び

そ

の

内

容 



 
五 

重

要

な

政

策

等

の

実

施

に

要

す

る

経

費

及

び

財

源

措

置

（

将

来

の

負

担

を

含

む

。
） 

２ 
議

会

は

、

提

出

さ

れ

た

予

算

案

及

び

決

算

の

審

議

に

当

た

っ

て

は

、

前

項

の

規

定

に

準

じ

た

資

料

の

作

成

を

市

長

に

求

め

る

も

の

と

す

る

。 

 
 

 

第

六

章 
議

員

間

の

自

由

討

議

及

び

政

策

討

論

会 

 

（

議

員

間

の

自

由

討

議)
 

第

十

三

条 

議

会

は

、

議

会

が

議

員

に

よ

る

討

論

の

場

で

あ

る

こ

と

を

認

識

し

、

議

員

間

の

自

由

な

討

議

に

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

２ 

議

会

は

、

本

会

議

に

お

い

て

議

案

を

審

議

し

、

及

び

委

員

会

に

お

い

て

議

案

を

審

査

す

る

場

合

は

、

合

意

形

成

に

向

け

て

議

員

間

で

議

論

を

尽

く

す

よ

う

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

 

（

政

策

討

論

会)
 

第

十

四

条 

議

会

は

、

市

政

に

関

す

る

重

要

な

政

策

及

び

課

題

に

つ

い

て

、

議

会

と

し

て

共

通

し

た

認

識

を

図

る

た

め

、

政

策

討

論

会

を

開

催

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

２ 

政

策

討

論

会

に

関

し

必

要

な

事

項

は

、

別

に

定

め

る

。 

 
 

 

第

七

章 

委

員

会

の

活

動 

 

（

委

員

会

の

活

動)
 

第

十

五

条 

議

会

は

、

委

員

会

の

運

営

に

当

た

り

、

資

料

等

を

積

極

的

に

公

開

し

、

市

民

に

分

り

や

す

い

議

論

を

行

う

よ

う



努

め

る

も

の

と

す

る

。 
２ 
委

員

会

は

、

社

会

経

済

情

勢

の

変

化

等

に

よ

っ

て

生

じ

る

行

政

課

題

に

適

切

か

つ

迅

速

に

対

応

す

る

た

め

、

積

極

的

な

調

査

研

究

に

努

め

る

も

の

と

す

る

。 

３ 

委

員

会

は

、

公

聴

会

制

度

及

び

参

考

人

制

度

を

活

用

し

、

審

査

の

充

実

に

努

め

る

も

の

と

す

る

。 

４ 

委

員

会

は

、

政

策

立

案

及

び

政

策

提

言

を

積

極

的

に

行

う

も

の

と

す

る

。 

５ 

委

員

会

は

、

会

期

中

に

開

催

す

る

委

員

会

に

お

い

て

、

当

該

委

員

会

が

所

管

す

る

事

項

に

つ

い

て

、

市

長

そ

の

他

の

執

行

機

関

に

属

す

る

審

議

会

等

の

開

催

状

況

に

関

す

る

報

告

を

求

め

る

こ

と

が

で

き

る

。 

６ 

委

員

長

は

、

議

員

間

の

自

由

な

討

議

に

よ

る

合

意

形

成

に

努

め

、

委

員

長

報

告

に

当

た

っ

て

は

、

審

議

過

程

に

お

け

る

論

点

、

争

点

等

を

明

確

に

す

る

よ

う

努

め

る

も

の

と

す

る

。 

 
 

 

第

八

章 

議

会

及

び

議

会

事

務

局

の

体

制

整

備 

 

（

政

務

調

査

費)
 

第

十

六

条 

会

派

及

び

議

員

は

、

政

策

立

案

、

政

策

提

言

及

び

市

政

の

課

題

に

関

す

る

調

査

研

究

に

資

す

る

た

め

政

務

調

査

費

を

有

効

に

活

用

す

る

も

の

と

す

る

。 

２ 

会

派

及

び

議

員

は

、

別

に

定

め

る

使

途

基

準

に

従

っ

て

政

務

調

査

費

を

適

正

に

執

行

す

る

と

と

も

に

、

市

民

に

対

し

、

使

途

に

関

す

る

説

明

責

任

を

負

う

も

の

と

す

る

。 

３ 

議

会

は

、

政

務

調

査

費

の

使

途

に

関

し

、

証

票

を

公

開

す

る

こ

と

等

に

よ

り

透

明

性

を

確

保

す

る

も

の

と

す

る

。 



４ 

政

務

調

査

費

に

つ

い

て

必

要

な

事

項

は

、

別

に

条

例

で

定

め

る

。 

 

（

議

員

研

修)
 

第

十

七

条 
議

会

は

、

議

員

の

資

質

の

向

上

を

図

る

た

め

、

議

員

に

対

す

る

研

修

の

充

実

に

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

２ 

議

会

は

、

前

項

の

研

修

に

当

た

り

、

広

く

各

分

野

の

専

門

家

、

市

民

等

と

の

研

修

会

を

開

催

す

る

よ

う

努

め

る

も

の

と

す

る

。 

３ 

議

会

及

び

議

員

は

、

市

政

の

課

題

を

広

い

視

点

か

ら

捉

え

る

た

め

、

他

の

自

治

体

に

お

け

る

事

例

等

を

調

査

研

究

す

る

よ

う

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

 

（

議

会

事

務

局)
 

第

十

八

条 

議

会

は

、

議

会

の

政

策

立

案

能

力

の

向

上

及

び

議

会

活

動

の

円

滑

か

つ

効

率

的

な

実

施

を

図

る

た

め

、

議

会

事

務

局

の

調

査

機

能

及

び

法

務

機

能

の

充

実

強

化

並

び

に

組

織

体

制

の

整

備

に

努

め

る

も

の

と

す

る

。 

 

（

予

算

の

確

保)
 

第

十

九

条 

議

会

は

、

二

元

代

表

制

の

趣

旨

を

踏

ま

え

、

議

事

機

関

と

し

て

の

機

能

の

確

保

及

び

充

実

を

図

る

た

め

、

必

要

な

予

算

の

確

保

に

努

め

る

も

の

と

す

る

。 

 

（

議

会

図

書

室

） 

第

二

十

条 

議

会

は

、

議

員

の

調

査

研

究

に

資

す

る

た

め

、

議

会

図

書

室

の

充

実

に

努

め

る

も

の

と

す

る

。 

 

（

議

会

広

報

活

動

） 



第

二

十

一

条 

議

会

は

、

広

報

紙

等

を

利

用

し

て

、

議

会

の

活

動

に

つ

い

て

、

市

民

に

対

し

、

わ

か

り

や

す

く

周

知

す

る

よ

う

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

２ 

議

会

は

、

広

報

紙

等

の

充

実

の

た

め

、

市

民

か

ら

の

意

見

、

要

望

等

を

取

り

上

げ

る

よ

う

努

め

る

も

の

と

す

る

。 

３ 

議

会

は

、

情

報

技

術

の

発

達

を

踏

ま

え

た

多

様

な

広

報

手

段

を

活

用

す

る

こ

と

に

よ

り

、

よ

り

多

く

の

市

民

が

議

会

及

び

市

政

に

関

心

を

持

つ

よ

う

広

報

活

動

に

努

め

る

も

の

と

す

る

。 

 

（

機

関

の

設

置

） 

第

二

十

二

条 

議

会

は

、

議

案

の

審

査

又

は

市

の

事

務

に

関

す

る

調

査

の

た

め

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

別

に

条

例

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

学

識

経

験

を

有

す

る

者

等

で

構

成

す

る

機

関

を

置

く

こ

と

が

で

き

る

。 

２ 

議

会

は

、

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

前

項

の

機

関

に

議

員

を

構

成

員

と

し

て

加

え

る

こ

と

が

で

き

る

。 

 
 

 

第

九

章 

議

員

の

政

治

倫

理

、

身

分

及

び

待

遇 

 

（

議

員

の

政

治

倫

理

） 

第

二

十

三

条 

議

員

は

、

市

民

の

負

託

に

こ

た

え

る

た

め

に

高

い

倫

理

観

が

求

め

ら

れ

て

い

る

こ

と

を

深

く

認

識

し

、

市

民

の

代

表

と

し

て

常

に

良

心

に

従

い

、

責

任

感

を

持

っ

て

公

正

な

職

務

遂

行

に

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

２ 

議

員

は

、

自

己

の

地

位

に

基

づ

く

影

響

力

を

不

正

に

行

使

す

る

等

に

よ

り

市

民

の

疑

惑

を

招

く

こ

と

の

な

い

よ

う

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

３ 

議

員

の

政

治

倫

理

に

関

し

て

必

要

な

事

項

は

、

別

に

条

例

で

定

め

る

。 



 
（

議

員

定

数

） 
第

二

十

四

条 

議

員

の

定

数

は

、

別

に

条

例

で

定

め

る

。 

２ 

議

員

の

定

数

の

改

定

に

当

た

っ

て

は

、

多

様

な

民

意

を

反

映

す

る

た

め

、

経

費

削

減

の

視

点

だ

け

で

は

な

く

、

市

政

の

現

状

及

び

課

題

並

び

に

将

来

の

予

測

及

び

展

望

を

十

分

に

考

慮

す

る

と

と

も

に

、

市

民

の

意

見

を

聴

取

す

る

た

め

、

公

聴

会

制

度

及

び

参

考

人

制

度

を

十

分

に

活

用

す

る

も

の

と

す

る

。 

３ 

議

員

の

定

数

を

定

め

た

条

例

の

改

正

案

は

、

法

第

七

十

四

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

市

民

の

直

接

請

求

が

あ

っ

た

場

合

及

び

市

長

が

提

出

す

る

場

合

を

除

き

、

改

正

理

由

の

説

明

を

付

し

て

委

員

会

又

は

議

員

か

ら

提

出

す

る

も

の

と

す

る

。 

 

（

議

員

報

酬

） 

第

二

十

五

条 

議

員

報

酬

は

、

別

に

条

例

で

定

め

る

。 

２ 

議

員

報

酬

の

改

定

に

当

た

っ

て

は

、

多

様

な

民

意

を

反

映

す

る

た

め

、

経

費

削

減

の

視

点

だ

け

で

は

な

く

、

市

政

の

現

状

及

び

課

題

並

び

に

将

来

の

予

測

及

び

展

望

を

十

分

に

考

慮

す

る

と

と

も

に

、

市

民

の

意

見

を

聴

取

す

る

た

め

、

公

聴

会

制

度

及

び

参

考

人

制

度

を

十

分

に

活

用

す

る

も

の

と

す

る

。 

３ 

議

員

報

酬

を

定

め

た

条

例

の

改

正

案

は

、

法

第

七

十

四

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

市

民

の

直

接

請

求

が

あ

っ

た

場

合

及

び

市

長

が

提

出

す

る

場

合

を

除

き

、

改

正

理

由

の

説

明

を

付

し

て

委

員

会

又

は

議

員

か

ら

提

出

す

る

も

の

と

す

る

。 

 
 

 

第

十

章 

最

高

規

範

性

及

び

継

続

的

な

検

討 

 

（

最

高

規

範

性

） 



第

二

十

六

条 

こ

の

条

例

は

、

議

会

に

お

け

る

最

高

規

範

で

あ

っ

て

、

議

会

は

、

議

会

に

関

す

る

条

例

そ

の

他

の

規

程

を

制

定

し

、

又

は

改

廃

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

こ

の

条

例

に

定

め

る

事

項

と

の

整

合

を

図

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

２ 

議

会

は

、

議

員

に

こ

の

条

例

に

規

定

す

る

内

容

の

周

知

徹

底

を

図

る

た

め

、

一

般

選

挙

及

び

補

欠

選

挙

を

経

た

任

期

の

開

始

後

、

速

や

か

に

、

こ

の

条

例

に

関

す

る

研

修

を

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

 

（

議

会

改

革

） 

第

二

十

七

条 

議

会

は

、

市

民

の

意

思

を

市

政

に

的

確

に

反

映

さ

せ

る

た

め

、

継

続

的

に

議

会

改

革

に

取

り

組

む

も

の

と

す

る

。 

 

（

見

直

し

手

続

） 

第

二

十

八

条 

議

会

は

、

こ

の

条

例

の

目

的

の

達

成

の

可

否

に

つ

い

て

、

適

宜

、

議

会

運

営

委

員

会

で

検

証

す

る

も

の

と

す

る

。 

２ 

議

会

は

、

前

項

の

規

定

に

よ

る

検

証

の

結

果

、

議

会

運

営

に

関

す

る

制

度

の

改

善

が

必

要

と

認

め

ら

れ

た

場

合

は

、

こ

の

条

例

の

改

正

を

含

め

、

適

切

な

措

置

を

講

ず

る

も

の

と

す

る

。 

３ 

こ

の

条

例

の

改

正

に

当

た

っ

て

は

、

い

か

な

る

場

合

に

も

、

本

会

議

に

お

い

て

改

正

理

由

及

び

改

正

案

の

提

出

に

至

っ

た

経

緯

に

つ

い

て

説

明

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

  
 

 

附 

則 



 
こ

の

条

例

は

、

平

成

二

十

三

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。 


